
   

カラスの被害と対策 

 カラスの繁殖期は3～7月です。3月頃

から巣作りをはじめ、4～5月に産卵し、

５～6月に雛が育ち、６～7月に雛が巣立

ちます。この時期が、カラスのトラブルの

一番多い時期です。 

カラスは、視覚によりえさを探しだします。

食べるものが出される場所を記憶し、常習的

にねらうようです。例えば、ネットの上から

くちばしでごみをついばまれてしまう、カラ

スがごみ袋を引き出してごみが散乱してしま

うなどの被害があります。 

カラスにごみを食べられないようにするに

は、野菜くずや食べ残しなどの生ごみを減ら

すことです。ごみの出し方を工夫することも

大切です。 

 

 対策】 

・カラスは視覚でえさを探すので、紙で包むなど中身がみえないようにする。 

 ・防鳥ネット、ふた付きの容器に入れる。 

 ・決められた時間までにごみを出す。 

  

すでに、防鳥ネットを使用している場合は、「ごみがネットからはみ出さないよう

にする」「カラスにネットを持ち上げられないよう、おもりなどをつける」などの工

夫が必要です。 

 

 ごみ出しのルールを守り「決められたもの」を「決められた日」に「決められた

場所」へ「決められた方法」で出すことが重要です。 

不法投棄は犯罪です！ 

 道路、個人が所有する土地等において、粗大ごみなどの不法投棄が後を絶ちません。 

 粗大ごみなどの廃棄物をみだりに捨てることは、廃棄物処理法で禁止されています。 

 廃棄物を不法投棄すると５年以下の懲役若しくは1,000万円以下（法人は、３億円以下）の罰金、

または両方が科せられます。 

 

 土地所有者・管理者のみなさんへ 

不法投棄された廃棄物の処理については、投棄者が判明しない場合、その土地の所有者・管理者

にお願いすることになります。土地の管理には十分ご注意ください。 

 

不法投棄者を見かけた場合は、車の特徴やナンバーなどの情報を下記までお寄せください。 

立川市ごみ対策課（立川市総合リサイクルセンター内）  042-531-5517  

立川警察署                      042-527-0110 

 

 

 

 

立川市総合リサイクルセンターだより 

市は、燃やせるごみの質や分別状況を確認

するため、定期的に組成分析調査を行ってい

ます。収集車から無作為に抽出した約 100

㎏の燃やせるごみを職員が手作業で再分別

し、ごみの分別状況の傾向を調べています。 

燃やせるごみの中に混入している資源や

ごみの状況を知ることで、ごみの減量につな

がるかどうかを考えることができます。 

燃やせるごみの 
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燃やせるごみに含まれるものは、「生ごみ」「その他可

燃物」「紙類・布類」の割合が高く、次いで「プラスチッ

ク類」「不燃物」の順となっています。 

例年に比べて、生ごみは増加傾向にありますが、これ

は他の混入物が減ったことにより、相対的に生ごみの割

合が増えたためと思われます。 

ただし、現在「食品ロス」に社会的関心が集まってい

ることもあり、今後はプラ類・紙類の混入を減らすこと

に加え、食品ロスを減らしていくことが必要です。 

＊１日のごみの排出量が 10㎏未満の事業者を除く 
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生ごみ分別・資源化事業 

大山自治会と協働で生ごみの分別・資源化に取り組んでいます 

おお 

 
 

組成分析 ごみ質や分別状況を把握するた

めに、定期的に燃やせるごみの組成分析を実施

しています。 

平成 2８年11月 29 日（金）、12月２日（火）

の２日間で燃やせるごみの組成分析調査を実

施しました。約４割が生ごみであり、資源にな

る紙類やプラスチック類も一定量含まれてい

ます。 

消費期限切れのため、未開封のままで廃棄さ

れた食品や飲みきれなかった薬が分別されず

大量に捨てられているケースがありました。 

市は、大山自治会の皆さんと協働し「生ごみ分

別・資源化事業」を実施しております。この事業

は、家庭から出る燃やせるごみの中から生ごみを

分別し、専用容器に出していただき資源化をする

ことで、燃やせるごみの減量につなげようとする

ものです。 

 

 

参加世帯 大山自治会の約６割以上の世帯の

方にご協力いただいております。 

 

居住世帯数 参加世帯数 協力率 

１４４５ ８９８ ６２．１％ 

 

生ごみの収集量  季節によって生ごみの内

容、排出状況に違いがあるものの、月約 3,000

㎏程度の良質な生ごみを収集することができて

います。 

事業の見える化  生ごみから作られた

たい肥は、大山自治会の花壇や地域の小中学

校及び市内の保育園の環境学習の場として

活用しています。 

ほうれんそうを育てました 柴崎保育園 

生ごみ分別・資源化事業に関するお問い合わせは…ごみ対策課ごみ減量推進係  電話 523-2111 内線 6748 

紙 類 

燃やせるごみの約5割が「生ごみ」です。さら

にこの「生ごみ」のうち、約 7割が水分と言われ

ています。ということはつまり、ごみを出す前に

「水切り」をすれば、大幅にごみを減らせるとい

うことです。ごみが減れば、買わないといけない

有料ごみ袋が小さくて済み、お財布にも優しくで

きます。 

 

 

生ごみ 

 紙類の分別も進み、燃やせるごみの中への混入も少な

くなってきていますが、まだまだ資源化できる紙類が混

入しています。さらに、分別することでもっと燃やせる

ごみを減らすことができます。 

種類ごとに場所を決めておくと 

分別しやすくなります。 

 

 

きちんと「水切り」してから「燃やせるごみ」へ 

きちんと分別して「紙類の収集日」に出しましょう 

燃やせるごみ袋 

ワンサイズダウンにチャレンジ！！ 

おお 

 
 

ちょっとしたひと手間やきちんと分別することで、燃やせるごみの減量

につながり、使用する有料指定収集袋を小さくすることができます。 

お財布にもやさしいごみの減量にレッツ！チャレンジ！！ 

ご要望に応じて市職員が説明会に伺います！ 

ごみの出し方や分別等について、映像と資源やごみのサン

プルを用いて、正しい分別方法を説明します。また、ごみに

ついての日常感じている疑問や相談、分別に関しての質問等

にもお答えします。 

 

 

 

 

＊イベントや説明会で配布しています 

水切りダイエット・水切りネット 

ごみ減量に関するお問い合わせは…ごみ対策課ごみ減量推進係  電話 523-2111 内線 6748 


